
4今月の解説No.884（2022年 5月号） No.884（2022年 5月号）

　
２
０
２
２
年
３
月
17
日
に
、
事
業

承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
検
討
会
に

よ
っ
て
再
改
訂
さ
れ
た
「
事
業
承
継

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
第
３
版
）」
が
中

小
企
業
庁
か
ら
公
表
さ
れ
た
（
注

１
）。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
２

０
２
１
年
４
月
28
日
に
公
表
さ
れ
た

「
中
小
企
業
の
経
営
資
源
集
約
化
等

に
関
す
る
検
討
会
取
り
ま
と
め
〜
中

小
Ｍ
＆
Ａ
推
進
計
画
〜
」
に
沿
っ
て

再
改
訂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
時

に
、
事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂

検
討
会
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
「
中

小
Ｐ
Ｍ
Ｉ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〜
中
小
Ｍ

＆
Ａ
を
成
功
に
導
く
た
め
に
〜
」
が

公
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
連
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
計
画
は
、
す
べ
て

中
小
企
業
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
あ
る
。

　
事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
２

０
０
６
年
６
月
に
「
事
業
承
継
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
〜
中
小
企
業
の
円
滑
な
事

業
承
継
の
た
め
の
手
引
き
〜
」
と
し

て
策
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
２
０
１
４

年
に
、
事
業
承
継
を
中
心
と
す
る
事

業
活
性
化
に
関
す
る
検
討
会
が
設
置

さ
れ
、
同
年
７
月
に
「
事
業
承
継
を

中
心
と
す
る
事
業
活
性
化
に
関
す
る

検
討
会
中
間
報
告
」
を
公
表
し
た
。

こ
の
中
間
報
告
は
、
事
業
承
継
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
と

Ｍ
＆
Ａ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
提

案
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い

て
は
、
２
０
１
６
年
に
事
業
活
性
化

に
関
す
る
検
討
会
に
事
業
承
継
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
改
訂
小
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
同
年
12
月
に
副
題
の
な
い
事
業

承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
２
版
が
10
年

ぶ
り
に
公
表
さ
れ
た（
注
２
）。今
回
、

そ
れ
が
再
改
訂
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
Ｍ
＆
Ａ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

は
、
２
０
１
４
年
11
月
に
、
中
小
企

業
向
け
事
業
引
継
ぎ
検
討
会
が
設
置

さ
れ
た
。
こ
の
検
討
会
は
２
０
１
５

年
３
月
に
、「
事
業
引
継
ぎ
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
〜
Ｍ
＆
Ａ
を
活
用
し
た
事
業

承
継
の
手
続
き
〜
」
を
策
定
し
た
。

そ
の
後
２
０
２
０
年
３
月
に
事
業
引

継
ぎ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
検
討
会
に

よ
っ
て
改
訂
さ
れ
、「
中
小
Ｍ
＆
Ａ

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
し
て
今
日
に

至
っ
て
い
る
（
注
３
）。

　
筆
者
は
、
２
０
１
５
年
の
事
業
引

継
ぎ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
以
降
、
２
０
１

６
年
の
事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第

２
版
、
２
０
２
０
年
の
中
小
Ｍ
＆
Ａ

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
２
０
２
１
年
の
中

小
Ｍ
＆
Ａ
推
進
計
画
、
そ
し
て
今
回

の
事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
３
版

を
そ
れ
ぞ
れ
座
長
（
な
い
し
は
委
員

長
）
と
し
て
と
り
ま
と
め
て
き
た
。

近
年
中
小
企
業
庁
は
、
事
業
承
継
全

般
に
関
わ
る
事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
と
Ｍ
＆
Ａ
に
特
化
し
た
Ｍ
＆
Ａ
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
、
ほ
ぼ
５
年
間
隔
で

改
訂
し
て
い
る
。
今
号
で
は
、
事
業

承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
３
版
を
中
心

に
、
次
号
で
は
中
小
Ｐ
Ｍ
Ｉ
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
中
心
に
解
説
し
て
い
き
た

い
。一 　

事
業
承
継
５
ヶ
年
計
画

か
ら
中
小
Ｍ
＆
Ａ
推
進
計

画
へ

１ 　
事
業
承
継
中
心
の
事
業
承
継

５
ヶ
年
計
画

　
中
小
企
業
庁
は
、
事
業
承
継
ガ
イ

中
小
企
業
の
事
業
承
継
・
事
業
引
継
ぎ
を
巡
る

　
　
　
　
　
　
　

新
た
な
２
つ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂

山
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一　
事
案
の
概
要

１　
当
事
者

　
Ｘ
（
昭
和
６
年
生
ま
れ
。
当
時
87

歳
の
女
性
）
は
、
平
成
31
年
２
月
当

時
、
そ
の
息
子
家
族
と
肩
書
住
所
地

の
マ
ン
シ
ョ
ン
（
以
下
、「
自
宅
」

と
い
う
）
に
居
住
し
て
お
り
、
後
見

開
始
ま
た
は
保
佐
開
始
の
審
判
を
受

け
て
い
な
か
っ
た
。

　
Ｙ
は
、
法
２
条
１
項
２
号
の
信
用

金
庫
に
該
当
す
る
。

２　
預
貯
金
等
契
約
等

　
Ｘ
は
、
平
成
31
年
２
月
ま
で
に
、

Ｙ
、
株
式
会
社
Ａ
銀
行
お
よ
び
株
式

会
社
Ｂ
銀
行
と
の
間
で
、
各
預
貯
金

等
契
約
を
締
結
し
、
別
紙
口
座
目
録

記
載
の
各
口
座
を
開
設
し
（
以
下
、

Ｙ
、
Ａ
銀
行
、
Ｂ
銀
行
と
の
間
で
開

設
し
た
口
座
を
そ
れ
ぞ
れ
、「
本
件

Ｙ
口
座
」、「
本
件
Ａ
口
座
」、「
本
件

Ｂ
口
座
」
と
い
い
、
こ
れ
ら
を
併
せ

て
「
本
件
各
口
座
」
と
い
う
）、
各

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け

た
（
以
下
、
Ｙ
、
Ａ
銀
行
、
Ｂ
銀
行

か
ら
交
付
を
受
け
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
そ
れ
ぞ
れ
、「
本
件
Ｙ
カ
ー

ド
」、「
本
件
Ａ
カ
ー
ド
」、「
本
件
Ｂ

カ
ー
ド
」
と
い
い
、
こ
れ
ら
を
併
せ

て
「
本
件
各
カ
ー
ド
」
と
い
う
）。

３ 　
本
件
各
カ
ー
ド
の
盗
難
、

預
金
払
戻
し
等
の
経
緯

　
ア　
Ｘ
は
、〔
１
〕
平
成
31
年
２

月
19
日
午
後
１
時
頃
、
自
宅
に
お
い

て
一
人
で
過
ご
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

警
察
官
（
自
称
）
の
Ｃ
と
名
乗
る
者

か
ら
、
電
話
で
、
千
葉
県
東
金
市
の

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
に
お
い
て
、
偽
造
さ

れ
た
Ｘ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
用

い
て
預
金
が
引
き
出
さ
れ
た
た
め
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
調
べ
る
の

盗取されたキャッシュカードを利用した
不正払戻しと預金者保護法の適用（消極的）
令和３・２・19 東京地裁民事第 37 部判決、令和元年（ワ）第 26797
号補てん金請求事件、【確定】、金融・商事判例 1618 号 37 頁、金融法
務事情 2178 号 92 頁

　
い
わ
ゆ
る
特
殊
詐
欺
（
注
１
）
と
は
、
被
害
者
に
電
話
を
か
け
る
な
ど
し

て
対
面
す
る
こ
と
な
く
信
頼
さ
せ
、
指
定
し
た
預
貯
金
口
座
へ
の
振
込
み
そ

の
他
の
方
法
に
よ
り
、
不
特
定
多
数
の
者
か
ら
現
金
等
を
だ
ま
し
取
る
犯
罪

（
現
金
等
を
脅
し
取
る
恐
喝
を
含
む
）
の
総
称
と
さ
れ
て
い
る
が
、
警
察
お

よ
び
各
金
融
機
関
ほ
か
種
々
の
公
的
、
私
的
機
関
が
そ
の
発
生
を
抑
え
よ
う

と
す
る
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
止
ま
り
で
推
移
し
て
い
る
（
後
掲
）。

　
こ
の
う
ち
、
警
察
署
や
銀
行
協
会
、
大
手
百
貨
店
等
の
職
員
を
装
っ
て
被

害
者
に
電
話
を
か
け
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
」

等
の
名
目
に
よ
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
を
準
備
さ
せ
た
う
え
で
、
隙
を

見
る
な
ど
し
、同
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
を
盗
取
す
る
も
の
を「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
詐
欺
盗
」
と
い
う
と
こ
ろ
（
注
２
）、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
盗

の
事
案
に
つ
き
、
被
害
者
が
「
偽
造
カ
ー
ド
等
及
び
盗
難
カ
ー
ド
等
を
用
い

て
行
わ
れ
る
不
正
な
機
械
式
預
貯
金
払
戻
し
等
か
ら
の
預
貯
金
者
の
保
護
等

に
関
す
る
法
律
（
平
成
17
年
８
月
10
日
公
布
、
平
成
18
年
２
月
10
日
施
行
。

以
下
、「
預
金
者
保
護
法
」
ま
た
は
「
法
」
と
い
う
）
の
「
重
大
な
過
失
」

で
は
な
く
、「
過
失
」
に
該
当
す
る
事
例
に
当
た
る
と
し
て
訴
え
を
提
起
し
、

今
般
、
第
１
審
判
決
（
東
京
地
判
令
和
３
・
２
・
19
金
融
・
商
事
判
例
１
６

１
８
号
37
頁
、
金
融
法
務
事
情
２
１
７
８
号
92
頁
﹇
確
定
﹈）
が
「
重
大
な

過
失
」
と
判
示
し
た
の
で
、
こ
れ
に
つ
き
検
討
を
加
え
た
い
。
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本
稿
で
示
す
新
し
い
金
融
機
関
指

標
（i Bank index

）
は
、
金
融
機

関
の
活
動
と
顧
客
企
業
の
業
績
と
の

因
果
関
係
（
金
融
機
関
の
支
援
活
動

が
原
因
で
あ
り
、
顧
客
企
業
の
財
務

の
改
善
が
効
果
で
あ
る
）を
認
識
し
、

そ
の
貢
献
に
従
っ
て
金
融
機
関
を
評

価
す
る
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い

る
。
金
融
機
関
の
財
務
指
標
で
は
な

く
、
顧
客
企
業
の
財
務
指
標
に
対
す

る
金
融
機
関
の
関
与
を
評
価
指
数
と

し
た
考
え
で
あ
る
。

　
こ
の
理
論
に
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ

の
全
国
企
業
財
務
デ
ー
タ
を
投
入
し

指
標
の
有
益
性
を
証
明
す
る
た
め

に
、
地
方
銀
行
、
第
二
地
銀
、
信
用

金
庫
、
信
用
組
合
、
政
府
系
金
融
機

関
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ

パ
タ
ー
ン
と
Ｂ
ａ
ｄ
パ
タ
ー
ン
を
示

し
て
分
析
す
る
。
加
え
て
、
こ
の
指

標
を
金
融
機
関
の
公
益
性
と
す
る

と
、
私
益
性
（
金
融
機
関
収
益
）
と

バ
ラ
ン
ス
を
持
っ
た
指
標
へ
と
拡
張

し
て
説
明
し
た
い
。

　
こ
れ
は
金
融
庁
と
東
京
商
工
リ

サ
ー
チ
と
の
研
究
成
果
の
一
部
で
も

あ
る
（
特
許
第
６
７
５
４
１
０
７

号
）。

　
「
小
さ
く
と
も
真
剣
に
企
業
支
援

に
取
り
組
む
金
融
機
関
を
計
量
的
に

評
価
す
る
」
と
い
うi Bank index

の
研
究
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
２
０

０
７
年
頃
で
あ
る
。
き
っ
か
け
は
、

「
ど
の
金
融
機
関
が
資
金
提
供
し
た

か
に
よ
っ
て
企
業
の
成
長
が
左
右
さ

れ
る
」
の
で
は
な
い
か
？　
こ
の
利

用
者
の
言
葉
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
残
念
な
が
ら
、
現
在
の
金
融
機
関

経
営
指
標
か
ら
は
顧
客
企
業
と
一
緒

に
成
長
し
た
金
融
機
関
と
、
そ
う
で

な
い
金
融
機
関
を
区
別
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。

　
金
融
の
貢
献
（
企
業
・
地
域
）
や

成
長
に
資
す
る
金
融
力
な
る
も
の
の

測
定
は
、
実
務
界
で
業
務
に
携
わ
る

者
の
多
く
が
抱
く
疑
問
点
で
あ
り
、

解
決
感
の
な
い
命
題
で
あ
っ
た
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
金
銭
消
費
貸
借
契

約
書
と
交
換
に
貸
出
金
が
利
用
者
に

交
付
さ
れ
、
利
用
企
業
の
生
産
か
ら

消
費
ま
で
を
ト
レ
ー
ス
が
し
っ
か
り

で
き
れ
ば
そ
の
答
え
は
わ
か
り
や
す

い
。

　
広
域
金
融
機
関
も
狭
域
金
融
機
関

も
、
株
式
会
社
金
融
機
関
も
協
同
組

織
金
融
機
関
も
、
時
代
の
変
遷
や
環

境
の
変
化
を
超
え
た
普
遍
的
な
活
動

目
的
は
、
銀
行
法
１
条
に
あ
る
「
国

民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
」

こ
と
に
あ
る
。
監
督
機
関
も
繰
り
返

し
顧
客
支
援
を
重
要
項
目
に
掲
げ
て

い
る
。

　
顧
客
支
援
に
つ
い
て
、
正
し
い
答

え
が
あ
っ
て
そ
れ
に
従
っ
て
邁
進
し

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
こ
の
分
析
は
必

株
式
会
社
デ
ー
タ
・
ル
ー
ペ

株
式
会
社
デ
ー
タ
・
ル
ー
ペ　　
𠮷
原
𠮷
原  

清
嗣
清
嗣

金
融
業
界
に
お
け
る
新
評
価
指
標

金
融
業
界
に
お
け
る
新
評
価
指
標

〝〝i Bank index
i Bank index

〞
で
読
み
解
く
金
融
機
関
の
姿
（
上
）

〞
で
読
み
解
く
金
融
機
関
の
姿
（
上
）
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